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新
城
市
の
死
因
の
第
１
位
は
「
が

ん
」
で
す
。
２
人
に
１
人
は
が
ん
と

診
断
さ
れ
、
今
や
国
民
病
と
も
言
え

ま
す
。
が
ん
治
療
の
基
本
は
、
手
術
・

放
射
線
治
療
・
抗
が
ん
剤
治
療
を
含

む
「
が
ん
の
進
行
に
対
す
る
治
療
」
と
、

主
に
が
ん
性

と
う

痛つ
う

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
緩
和

ケ
ア
」
を
同
時
に
進
め
る
こ
と
で
す
。

両
者
を
合
わ
せ
て
治
療
・
ケ
ア
す
る

こ
と
に
よ
り
生
活
の
質
を
維
持
し
な

が
ら
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
た
め
、
新

城
市
民
病
院
に
は
２
人
の
が
ん
分
野

の
認
定
看
護
師
が
い
ま
す
。
認
定
看

護
師
は
特
定
の
看
護
分
野
に
お
い
て

熟
練
し
た
看
護
技
術
お
よ
び
知
識
を

用
い
て
、
患
者
と
そ
の
家
族
に
よ
り

良
い
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
専

門
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
実

践
・
相
談
・
指
導
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

■
が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師

の
役
割

　

薬
の
進
歩
に
よ
り
抗
が
ん
剤
の
種

類
も
多
様
化
し
、
副
作
用
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
新
し
い
薬
の
オ
プ
ジ
ー
ボ

な
ど
に
は
、
従
来
と
は
異
な
る
副
作

用
が
あ
り
ま
す
。
治
療
を
完
遂
・
継

続
さ
せ
る
た
め
に
は
自
宅
で
の
セ
ル

フ
ケ
ア
が
と
て
も
重
要
で
す
。
患
者

や
家
族
と
一
緒
に
副
作
用
の
対
策
を

考
え
、
自
分
に
合
っ
た
ケ
ア
方
法
を

確
実
に
行
う
こ
と
で
副
作
用
を
最
小

限
に
抑
え
、
安
心
し
て
治
療
に
臨
め

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
が
ん
性

痛
看
護
認
定
看
護
師
の

役
割

　

が
ん
の
痛
み
を
抱
え
る
方
の
苦
痛

を
緩
和
す
る
た
め
に
、
痛
み
の
治
療

（
鎮
痛
薬
の
使
い
方
や
副
作
用
対
策
な

ど
）
や
そ
れ
に
伴
う
心
の
つ
ら
さ
な

ど
の
相
談
を
受
け
、
医
師
・
看
護
師
・

薬
剤
師
な
ど
と
相
談
し
な
が
ら
適
切

な
薬
剤
の
使
い
方
を
考
え
ま
す
。

　

が
ん
患
者
に
と
っ
て
「
痛
み
」
は

と
て
も
深
刻
な
問
題
で
す
。
が
ん
に

よ
る
痛
み
は
、
不
眠
や
食
欲
低
下
、

体
重
減
少
、
疲
労
感
な
ど
の
身
体
的

な
苦
痛
だ
け
で
な
く
、
不
安
や
怒
り
、

悲
し
み
、
恐
怖
、
気
力
の
低
下
な
ど

の
精
神
的
な
苦
痛
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
家
族
や
職
場
な
ど
社
会

的
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
体
の
つ
ら
さ
」

と
「
心
の
つ
ら
さ
」
が
あ
る
こ
と
で

自
分
ら
し
く
過
ご
せ
な
い
と
い
う
苦

痛
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
不
安
を
軽
減
し
、
痛

み
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
け
る
よ

う
１
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
方
法
を
探

し
な
が
ら
闘
病
を
支
え
て
い
け
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す
。

■
私
た
ち
は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

新
城
市
民
病
院
で
は
、
が
ん
分
野

の
認
定
看
護
師
だ
け
で
な
く
、
医
師
、

薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、
相
談
支
援
員
、

リ
ハ
ビ
リ
技
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
と
協
力
し
な
が
ら
チ
ー
ム
で
が
ん

治
療
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま

が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

がん化学療法
看護認定看護師
白井 さおり
がん性 痛

看護認定看護師
山田 真希
市民病院

外科医師
金子 猛  医師

監修

シリーズ
第174話

７
５
１
３
７
６
２
１
６

ID

(

ほ
の
か
診
察
室)

問
合
せ　

市
民
病
院

(

代
表)

℡  22
‐
２
１
７
１

た
、
市
内
の
開
業
医
や
歯
科
医
と
も

連
携
を
図
り
、
患
者
さ
ん
の
闘
病
を

支
え
て
い
ま
す
。

　

が
ん
療
養
で
不
安
な
こ
と
、
お
困

り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
の

医
療
機
関
ま
た
は
新
城
市
民
病
院
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ほ
の
か
診
察
室
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来
年
１
月
か
ら
始
ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
の
放

映
に
あ
わ
せ
て
、
今
月
号
か
ら
新
城

と
徳
川
家
康
の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま

す
。

命
を
繋
ぐ
山
、
鳳
来
寺

　

今
か
ら
１
３
０
０
年
ほ
ど
前
の
大

宝
２
年
（
７
０
２
）
に
、
利
修
仙
人

に
よ
っ
て
鳳
来
寺
は
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
始
ま
り
は
文
武
天
皇
の
ご
病

気
を
治
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、

薬
師
如
来
を
ご
本
尊
と
し
た
鳳
来
寺

は
古
く
か
ら
三
河
国
の
名
刹
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
鳳
来
寺
山
は
殺
生
禁
断
の
地

と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の

人
々
の
命
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
鳳

来
寺
山
に
命
を
救
わ
れ
た
人
の
中
に

は
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
や
徳

川
四
天
王
の
１
人
で
あ
る
井
伊
直
政

な
ど
が
い
ま
す
。

鳳
来
寺
に
込
め
た
願
い

　

鳳
来
寺
は
徳
川
家
康
の
生
誕
に
も

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
も
中
頃
を
過
ぎ
る
と
、

足
利
将
軍
家
の
権
威
は
落
ち
、
日
本

は
戦
乱
の
世
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
安
城
で
力
を
つ
け
て
き
た

若
き
武
将
松
平
清
康
が
東
三
河
に
勢

力
を
伸
ば
し
、
三
河
国
の
平
定
を
成

し
遂
げ
ま
す
。
し
か
し
、
家
臣
の
謀

反
に
遇
い
、
命
を
落
と
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
子
広
忠
は
敵
か
ら
攻
め

ら
れ
た
り
、
身
内
か
ら
も
圧
迫
を
受

け
た
り
し
た
た
め
、
松
平
家
を
維
持

す
る
の
が
精
一
杯
で
し
た
。

　

や
が
て
成
人
し
た
広
忠
は
妻
に
お

大
の
方
を
迎
え
ま
す
。
広
忠
と
お
大

の
方
は
父
清
康
の
よ
う
に
強
く
、
再

び
松
平
家
を
盛
り
た
て
て
く
れ
る
よ

う
な
子
を
授
か
る
よ
う
に
と
鳳
来
寺

の
医
王
院
に
籠
も
り
ま
す
。
あ
る
夜
、

不
思
議
な
霊
夢
を
見
た
２
人
は
山
を

下
り
、
や
が
て
家
康
を
産
み
ま
す
。

真
達
羅
大
将
の
生
ま
れ
変
わ
り

　

薬
師
如
来
に
は
12
人
の
眷け

ん

属ぞ
く

（
仏

を
お
守
り
す
る
家
臣
）
が
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
干
支
の
守
り
神
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
家
康
は
寅
年
の
生
ま
れ
で
す
。

家
康
が
産
ま
れ
る
と
寅
の
守
り
神
で

あ
る
真
達
羅
大
将
像
が
鳳
来
寺
か
ら

消
え
去
り
、
家
康
が
亡
く
な
る
と
元

の
位
置
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う
伝
承

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
真
達
羅
大
将

の
生
ま
れ
変
わ
り
が
家
康
だ
と
も
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

３
０
５
２
８
６
７
１
８

ID問
合
せ　

設
楽
原
歴
史
資
料
館
（
℡  22
‐
０
６
７
３
）

鳳
来
寺
か
ら
始
ま
る
家
康
の
生
涯

し
ん
し
ろ 

ー
家
康
紀
行
ー

▲源頼朝が寄進した石段

▲鳳来寺本堂

PWC

P

P
P

WC

鳳来寺
本堂

鳳来山
東照宮 山頂

有料駐車場 至
大野・湯谷

至
大野

至 本長篠・新城

傘杉

鳳来寺山自然科学博物館

仁王門

石段

旧門谷小学校
旧鳳来寺高校

至
設楽町

▲鳳来寺山地図

其
の
一
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中学生が地域を考える
つながる地域と若者の輪事業
　中学生４人がつながる地域と若者の輪事業に
参加しました。まずは、自分たちが思う地域の
魅力と課題を発表。その後、若者議会のメン
バー５人と一緒に魅力を生かす方法や課題の解
決方法を話し合いました。
中学生の意見（一例）
課　　題 ▶歩道にゴミが落ちている。
解決方法▶ゴミ拾い大会を開催して、楽しみな

がらまちをきれいする。
感　想
●自分でも地域のためにできることがあると
知った。

●話し合ったことを実現させたい。

今年度の若者議会で取り組むテーマが決まりました。
委員はそれぞれのテーマに沿った委員会に所属し、政策を検討していきます。

市の魅力をたくさ
んの方に知っても
らい、市内の方も
市外の方も自然で
癒やされるまち
を目指して頑張り 
ます！

観　光
私たちはまだ教育
や子育てを経験し
ていませんが、客
観的に現状を見つ
め、子育てがしや
すいまちになるよ
うに一生懸命考え
ます！

教育・子育て
地域での交流を通
し、繋がりを構築
することで、災害
時などでも市民同
士で助け合いので
きるまちを目指し
ます！

交　流

若者議会

問合せ:市民自治推進課（TEL.23-7612）

参
加
し
た
中
学
生
と

若
者
議
会
メ
ン
バ
ー

◀

▶

た
く
さ
ん
の
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
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れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
細
菌
は
こ

の
両
方
を
備
え
て
い
る
最
小
の

生
物
で
す
。
生
物
な
の
で
環
境

さ
え
整
え
ば
自
立
し
て
生
き
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
、
ウ
イ
ル
ス
は
ほ
ぼ
遺
伝
子

の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の

で
、
寄
生
し
た
生
物
の
細
胞
室

を
乗
っ
取
っ
て
増
殖
し
ま
す
。

病
原
体
の
確
認
は

約
１
０
０
年
前

　

細
菌
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た

の
は
17
世
紀
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人

の
ア
ン
ト
ニ
ー
・
レ
ー
ウ
ィ
ン

フ
ッ
ク
が
顕
微
鏡
を
発
明
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
細
菌

は
人
の
細
胞
よ
り
も
は
る
か

に
小
さ
い
の
で
分
析
が
難
し

く
、
病
原
体
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
の
は
19
世
紀
末
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
さ
ら
に
小
さ
い
の

で
電
子
顕
微
鏡
が
発
明
さ
れ
た

１
９
３
７
年
以
降
に
見
つ
か
り

ま
し
た
。
人
類
が
病
原
体
の
存

在
を
知
っ
た
の
は
１
０
０
年
ほ

ど
前
の
こ
と
だ
っ
た
な
ん
て
、

意
外
に
び
っ
く
り
で
す
ね
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
本

来
、
人
に
は
感
染
し
な
い
種
類

で
し
た
が
、
遺
伝
子
変
異
に
よ

り
人
に
も
感
染
す
る
能
力
を
獲

得
し
ま
し
た
。

感
染
の
原
因
と
な
る
生
物

「
病
原
体
」

　

集
団
食
中
毒
で
問
題
と
な
る

Ｏお
ー

１い
ち

５ご
ー

７な
な

は
大
腸
菌
と
い
う
細

菌
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ウ
イ
ル
ス

で
す
。「
細
菌
と
ウ
イ
ル
ス
は

別
物
な
の
？
」
っ
て
思
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は

全
く
違
う
の
で
す
。

細
菌
と
ウ
イ
ル
ス
の
違
い

　

料
理
に
例
え
て
説
明
し
ま

し
ょ
う
。
コ
ッ
ク
さ
ん
は
何
を

調
理
す
る
か
を
決
め
た
ら
初
め

に
レ
シ
ピ
を
確
認
し
ま
す
。
そ

の
後
、
食
材
を
取
り
寄
せ
、
下

ご
し
ら
え
を
し
て
、
調
理
を
し

ま
す
。
生
物
の
細
胞
で
も
こ
れ

と
全
く
同
じ
作
業
で
、
10
万
以

上
と
さ
れ
る
生
存
に
必
要
な
タ

ン
パ
ク
質
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
シ
ピ
に
相
当
す
る
の
は
遺

伝
子
で
、
調
理
場
や
ス
タ
ッ
フ

に
あ
た
る
の
が
細
胞
室
と
呼
ば

細
菌
と
ウ
イ
ル
ス

寄附総額 5,590,197円
　集まった寄附金はウクライナからの避難民を支
援しているスロバキア共和国のノヴェ・ザムキー、
ラトビア共和国のヤンピルス、チェコ共和国のノ
ヴェ・フラディに送金しました。各地で食料や医
薬品などの提供、宿泊施設の運営や子どもたちの
教育活動の費用として使っていただきます。

デイビッドだより

問合せ:市民自治推進課（TEL.23‐7697）

ニューキャッスル・アライアンス
vol

22

問合せ：作手地域課（TEL.25‐7875）、健康課（TEL.23‐8551）、地域医療支援室（TEL.23‐7671）、市民病院（TEL.22‐2171）

みんなで伸ばそう健康寿命
vol

22
奥三河メディカルバレープロジェクト

▲デイビッド・フォークナーさん

文  

責
名
古
屋
大
学
医
学
部
特
任
教
授  

平
田  

仁

ニューキャッ
スル絆募金に
ご協力ありが
とうございま
した。

▲避難民の書類作成を支援するボランティア▲避難民へ配布する支援物資
©Robert Dulfer Rozmberk Society
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●
健
康
保
険
証
利
用
申
込

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
の
た
め
の
事

前
利
用
申
込
が
で
き
ま
す
。

●
医
療
情
報
の
連
携

自
分
の
薬
剤
情
報
、
医
療

費
通
知
情
報
、
特
定
検
診
情
報

の
確
認
が
で
き
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し

て
み
ま
し
ょ
う
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
に
よ
り
、
今
後
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
で
き
る
こ
と
も
増

え
て
い
く
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
ぜ
ひ

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

今
月
は「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
！

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は

政
府
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
利
用
で
き
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
で
ロ
グ
イ
ン
で
き
ま

す
。

※
専
用
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
が
必
要
で
す
。

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
で
き
る

こ
と

●
わ
た
し
の
情
報

行
政
機
関
が
保
有
す
る
自

分
の
税
情
報
、
世
帯
情
報
な
ど

を
確
認
で
き
ま
す
。

●
や
り
と
り
履
歴

自
分
の
情
報
が
行
政
機
関

間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
履
歴
を

確
認
で
き
ま
す
。

●
も
っ
と
つ
な
が
る

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
や
、

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
の
外
部

サ
イ
ト
と
の
連
携
が
で
き
ま
す
。

●
公
金
受
取
口
座
登
録

公
金
受
取
用
の
口
座
情
報

を
一
つ
登
録
で
き
ま
す
。
変
更

も
随
時
可
能
で
す
。

お知らせ！

問合せ:情報政策課（TEL.23‐7612）

マイナちゃんからの
vol

5

普
通
の
山
地
で
は
、
山

の
尾
根
が
１
つ
の
水
系
の

河
川
と
別
の
水
系
の
河
川

を
分
け
る
分
水
界
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
山

地
の
頂
部
が
な
だ
ら
か
に

な
っ
た
準
平
原
で
は
尾
根

で
は
な
く
１
つ
の
谷
の
中

に
分
水
界
が
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
珍
し
い
現
象
が
作
手
清

岳
で
見
ら
れ
ま
す
。
広
い

谷
中
の
平
地
の
中
が
水
路

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
見
す
る
と
水
の
流

れ
が
な
い
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、

よ
く
観
察
す
る

と
ゆ
っ
く
り
と

流
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
の
水
は
一

部
が
北
側
へ
流

れ
て
矢
作
川
に

合
流
し
、
残
り

の
水
は
南
側
へ

流
れ
て
豊
川
に

合
流
し
ま
す
。

矢
作
川
と
豊
川
を
比
較
す

る
と
、
矢
作
川
は
な
だ
ら
か

な
川
で
あ
り
、
豊
川
は
急
流

で
す
。
急
流
の
方
が
侵
食
す

る
力
が
強
く
働
き
ま
す
。
両

者
が
接
す
る
こ
こ
の
谷
中
分

水
界
で
は
豊
川
の
方
が
よ
り

多
く
谷
を
削
る
た
め
、
分
水

界
は
今
後
北
側（
矢
作
川
側
）

へ
移
動
し
て
い
く
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

問合せ：鳳来寺山自然科学博物館 （TEL.35-1001）

わがまちの文化財・施設紹介
vol

195
再発見！谷

こ く

中
ちゅう

分
ぶ ん す い か い

水界

※前日の１７時までに電話で

  市民課（℡２３-７６２８）へ予約してください。

鳳来総合支所 ９月14日㈬、28日㈬

■支所でのマイナンバーカード
　受け取り可能日

作手総合支所 ９月1日㈭、15日㈭

４８８７０７２９４ID
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9月の休館日
開館時間

※休館日や開館時間は新型コロナウイルス感染状況により変更する場合があります。

20日（火）、26日（月）～30日（金）
9:00～20:00 新城図書館だより

問合せ：新城図書館（TEL.23‐2333  FAX.24‐3415）※ 背ラベル は、本を分類して書棚に並べるために決めた、本の住所ラベルのことです。

今月のチュウモク本！

～臨時休館のお知らせ～ 生涯学習イベント情報

マナビノトビラ

一般書
「修羅奔る夜」

病に倒れたねぶた師である兄の思
いを継ぎ、紗栄子は絵筆を持つ。
歴史小説家の著者が令和を舞台
に女ねぶた師をいきいきと描く。

新城図書館（TEL.23‐2333

一般書

人の心が読める能力を持つ大
学生の匠と、辛い秘密を抱え、
心を閉ざしている常盤さんとの
切なくも温かい物語。

背ラベル 913.6セ22
瀬尾 まいこ／著

児童書

のはらおばさんと“のはらクラブ”
の子どもたちが歩く夏の森は、
楽しくて、おどろきに満ちていて…。
シリーズ18年ぶりの新作。

児童書
「タガヤセ!日本」

現役の農林水産省職員であり
ながら、ＹｏｕＴｕｂｅｒでもある
著者が、日本の農作物や日本
の農業の未来について語る。

背ラベル 61タ22
白石 優生／著

絵  本 「ねずみくんはカメラマン」

ねずみくんは仲間の｢じまんで
きる大切なもの｣をさつえいす
ることに。ぞうは鼻、ライオンは
たてがみ、さてねずみくんは…。

背ラベル  ね22

絵  本

「みどりの森のなかまたち」

背ラベル 91ミ22
たかどの ほうこ／編著

「まっくらあそびしようよ!」

部屋が暗くて、こわくて眠れず
にいると、お兄ちゃんが影遊び
や、ライトアートを教えてくれて
…。夜が楽しくなる絵本。

背ラベル  ま22
はた こうしろう／作

しようよ!」

背ラベル  913.6イ22
伊東 潤／著

「掬えば手には」

市ホームページ

はし

いとう じゅん

さえこ

すく

せお

たくみ

ときわ

しらいし ゆうせい

なかえ よしを／作
上野 紀子／絵
うえの のりこ

なかま

図書館システム更新のため、
新城図書館およびつくで交流館図書室は
９月26日（月）から９月30日（金）まで臨時休館します。

臨時休館に伴い、両館で、９月11日（日）から
９月25日（日）まで１人15冊・３週間までの特別貸出を行います。

館します。

休館中に、本を返却される場合は、
新城図書館または各総合支所の
ブックポストへ返却してください。

「タ

YA本
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作り方
① オクラはヘタを取り、ガクの固い部分を取り除く。
塩少々を振って板ずりし、熱湯でサッと茹でたら、
すぐに冷水にとって水気を切り、細かく刻む。

② ①のオクラとAの材料をミキサーに入れ、とろろ
状になるまで攪拌する。

③ ②にだし汁を加えて溶きのばす。
④ 椀に盛って、手で揉みほぐした焼き海苔をちらす。

市民の皆さんからの情報をお待ちしています。イベント紹介や募集、地区の出来事など皆さんからの耳よりな話をお寄せください。

オクラとろろ
の

冷やし吸い
物

材料（４人分）
オクラ ････････････････100g
塩 ･･････････････････････少々
　  だし汁 ･････････ 100cc
A  塩 ･･･････････小さじ1/4
　  しょうゆ ･･････････少々
だし汁 ･･････････････ 200cc
焼き海苔 ･･････････････適量
レシピ：農村輝きネット・しんしろ

{

　オクラは東北アフリカ原産で、高温性で光を好む夏野菜です。オクラの粘り気には、ムチンやペク
チンなどの食物繊維が含まれ、消化を助けて胃腸を保護する整腸効果があります。それ以外にもカロ
チンやビタミン群の多い栄養豊富な野菜なので、オクラを食べて季節の変わり目を乗り切りましょう。

豆 知 識

在住外国人と学ぶ！防災体験会
　｢もしも」の災害に備えるための防災体験会
です。市の防災アプリの紹介、使い方の解説や、
災害時に役立つグッズの紹介、お子さんと一緒
に実践できるけがの応急処置。おみやげあり、
ポルトガル語通訳あり。

日　時 ９月17日㈯10：00～11：30
場　所 市役所３階災害対策本部室
定　員 15組（先着順)、お子さま連れOK
参加費 無料
申　込 ９月９日㈮17時までに電話、メール、 

またはLINEで参加する人全員の①氏名 
(ふりがな)､お子さんは年齢②国籍 
③電話番号とメールアドレスをお知らせ
ください。

その他 新型コロナウイルス感染拡大状況により
延期または中止する場合があります。

問合せ 新城市国際交流協会（℡23-1940）
E-mail: siea@tees.jp

自然農法セミナーin新城
　農薬や化学肥料、除草剤などをできるだけ使
わない、安全で安心して食せる健康な野菜を一
緒に作ってみませんか？作り方を勉強してみま
せんか？楽しく学べるセミナーです。

第１講座 ９月４日㈰
 自然農法とは、秋野菜の管理について
第２講座 10月８日㈯　土づくりの考え方
第３講座 11月12日㈯　種について
第４講座 12月10日㈯　野菜の硝酸態窒素と
 食育講座（たべもののおはなし）
時　　間 ９:30～11:30
会　　場 新城文化会館304会議室
受 講 料  各回1,000円
講　　師 板坂康行氏(㈱MOA商事 自然農法普及員)
そ の 他  受講したい講座に参加できます。
問 合 せ  夏目雅史（℡080-8975-1613）

しみんのトビラ

問合せ:秘書人事課（TEL.23‐7623）

▲
協会公式LINE

今月の

レシピ
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全国大会出場
６月28日㈫

　豊川高校の写真部、ダンス部、ソフトボール部が
それぞれ全国大会に出場します。市内在住の選手が
市長に全国大会への意気込みを報告しました。

ご寄附ありがとうございます
６月29日㈬

　豊橋市向山でピザ店を経営する綿引裕三郎さんか
ら、地域の森林環境保全のために寄附をいただきま
した。この寄附金は森林整備の財源として活用させ
ていただきます。

最速参拝競争 in 鳳来寺 2022
７月２日㈯

　鳳来寺山の石段1,425段を誰が最も早く駆け上が
ることができるか、140人がタイムを競いました。
男子優勝者は8分13秒、女子の優勝者は10分58秒
でした。出場した選手は「きつかったがまた出た
い」と来年の出場へも意欲を語っていました。

オセロで全国大会出場
7月11日㈪

　松下潤生さん（東郷西小学校４年生）は7月31日
(日)東京で行われるオセロ小学生グランプリ2022
決勝大会へ出場しました。松下さんは「優勝目指し
て頑張りたい。来年はお兄ちゃんと一緒に全国大会
に出場したい」と意気込みを市長へ伝えました。

上左から、ダンス部の岡田妃華さん、生田莉央音さん、大藏愛美さん、洞口詩葉さん、長坂優亜さん、田中来奈さん、田中望愛さん
下左から、ソフトボール部の井口真念さん、小林洋輝さん、松井龍望さん、写真部の渥美満優子さん

まちの話題あらかると
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